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 「慣れ」に「慣れるな」　基本の徹底

1 第８回定時社員総会報告
2 表彰者
3 正・副地域班長及び役員合同会議の報告
4

～

5
こんな仕事をしています

6 平成29年度事故対応一覧
7 熱中症に気をつけましょう
8

～

9
社会奉仕活動の報告

10 会員投稿

今号の主な内容

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

超
高
齢
社
会
の
活
性
化
に
向
け
て

�

会
長
　
永
野
　
武

　

梅
雨
ら
し
く
前
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨

も
あ
が
り
、
第
８
回
定
時
社
員
総
会
が
去

る
６
月
21
日
（
木
）
会
員
多
数
の
出
席
の

も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
総
会
か
ら
、
東
京
し
ご
と
財
団
の
指

導
に
よ
り
、
名
称
や
資
料
が
改
め
ら
れ
、

会
員
の
方
々
が
戸
惑
わ
れ
な
い
よ
う
、
事

前
に
地
域
班
長
及
び
役
職
員
に
よ
る
説
明

が
充
分
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
総
会
を
滞
り

な
く
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

司
会
を
赤
羽
理
事
、
開
会
の
辞
を
大
西

副
会
長
が
担
い
、
会
長
挨
拶
の
な
か
で
は

平
成
29
年
度
事
業
実
績
の
概
略
や
、
平
成

30
年
度
よ
り
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
就
業
開
拓
推
進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
来
賓
の
中
澤
副
市
長
、

西
畑
市
議
会
議
長
、
原
田
福
祉
保
健
常
任

委
員
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
小
山
健

康
福
祉
部
高
齢
福
祉
担
当
部
長
に
も
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
18

名
の
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
藤
井
理
事
が
選
任
さ
れ
、
開

会
宣
言
の
後
、
金
森
監
事
に
よ
る
監
事
報

告
、
岸
常
務
理
事
に
よ
る
平
成
29
年
度
事

業
報
告
へ
と
移
り
、
決
議
事
項
「
平
成
29

年
度
計
算
書
類
等
の
承
認
の
件
」
が
上
程

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
は
「
第
２
期
中

期
計
画
」
に
基
づ
く
、
様
々
な
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
契
約
金
額
や
就
業

率
が
目
標
値
を
達
成
す
る
な
ど
、
少
し
ず

つ
成
果
が
表
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

会
員
一
人
ひ
と
り
に
よ
る「
口
コ
ミ
運
動
」

を
お
願
い
し
、
就
業
開
拓
並
び
に
会
員
増

強
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
事
業
運
営
に
対

す
る
提
案
や
ご
意
見
な
ど
も
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
運
営
に
向
け
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
卒
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
会
員
・
役
員
・
職
員
の
三
者
が

一
体
と
な
り
、
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
そ
し
て
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
超
高
齢
社
会
の
一
翼
を
担
う
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
清
瀬
市
を

は
じ
め
と
し
た
各
事
業
所
並
び
に
市
民
の

皆
様
に
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
８
回
定
時
社
員
総
会
報
告



表彰者

�

セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
さ
れ

た
方
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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 大丈夫　過信慢心　事故を呼ぶ 動かそう　手足とともに　心まで

理
事
会
の
動
き

平
成
30
年
３
月
期
（
３
月
26
日
）

報
告
事
項

◦�

事
務
局
の
報
告

◦�

平
成
30
年
２
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

◦�

広
報
部
会
の
報
告

◦�

地
域
班
長
会
議
の
報
告

◦�

安
全
管
理
委
員
会
の
報
告

協
議
事
項

◦�

正
会
員
の
平
成
30
年
４
月
１
日
分
入
会
・
平
成
30
年

２
月
分
退
会
の
承
認

◦�

平
成
30
年
度
役
員
賠
償
責
任
保
険
料
の
徴
収

◦�

平
成
29
年
度
収
支
補
正
予
算
（
案)

の
承
認

◦�「
準
職
員
就
業
規
則
」
の
制
定
及
び
関
連
規
程
の
改

正
等

平
成
30
年
４
月
期
（
４
月
23
日
）

報
告
事
項

◦�

事
務
局
の
報
告

◦�

平
成
30
年
３
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

◦�

事
業
部
会
の
報
告

協
議
事
項

◦�

正
会
員
の
平
成
30
年
４
月
分
入
会
・
平
成
30
年
３
月

分
退
会
の
承
認

◦�

就
業
機
会
創
出
員
設
置
要
綱
の
新
設

◦�

「
役
員
等
の
費
用
弁
償
規
程
」
の
一
部
改
正

◦�

社
会
奉
仕
活
動
「
市
内
一
斉
清
掃
」（
５
／
27
）
の

参
加

平
成
30
年
５
月
期
（
５
月
28
日
）

報
告
事
項

◦�

事
務
局
の
報
告

◦�

平
成
30
年
４
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

平成29年度決算

貸借対照表の要旨
（平成30年３月31日現在）

資産の部 負債・正味財産の部
流 動 資 産 40,239,305 流 動 負 債 33,561,424
固 定 資 産 83,734,716 固 定 負 債 14,441,007

　 負 債 合 計 48,002,431
　 指定正味財産 0
　 一般正味財産 75,971,590
　 正味財産合計 75,971,590

資 産 合 計 123,974,021 負債・正味財産合計 123,974,021

正味財産増減計算書の要旨
（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

科　　　目 金　　額
受託事業収益 339,165,753
労働者派遣事業等受託収益 312,397
受取会費 1,688,000
受取補助金等 36,101,000
雑収益 125,517
事業費 363,270,622
管理費 11,285,518
固定資産除却損 11,584
正味財産期首残高 73,146,647
正味財産期末残高 75,971,590

◦�

平
成
29
年
度
会
計
及
び
業
務
監
査

◦�

安
全
管
理
委
員
会
の
報
告

◦�

広
報
部
会
の
報
告

◦�

総
務
部
会
の
報
告

協
議
事
項

◦�

正
会
員
の
平
成
30
年
５
月
分
入
会
・
平
成
30
年
４
月

分
退
会
の
承
認

◦�

第
８
回
定
時
社
員
総
会
招
集
の
件

　
①
第
８
回
定
時
社
員
総
会
開
催
日
時
・
場
所
の
件

　
②
会
議
の
目
的
事
項
の
件

　
ア
報
告
事
項

　
　（
ア
）
平
成
29
年
度
事
業
報
告
の
件

　
イ
決
議
事
項

　
　（
ア
）
平
成
29
年
度
計
算
書
類
等
の
承
認
の
件

　
③
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使

　
④
役
割
分
担

◦�

会
計
関
係
書
類
の
廃
棄
処
分

平
成
30
年
６
月
期
（
６
月
18
日
）

報
告
事
項

◦�

事
務
局
の
報
告

◦�

平
成
30
年
５
月
分
事
業
実
施
状
況
報
告

◦�

正
・
副
地
域
班
長
及
び
役
員
合
同
会
議
の
報
告

◦�

広
報
部
会
の
報
告

◦�

平
成
29
年
度
指
定
管
理
者（
有
料
自
転
車
等
駐
車
場
）

の
実
施
報
告

協
議
事
項

◦�

代
表
理
事
の
業
務
執
行
「
第
８
回
定
時
社
員
総
会
の

招
集
に
伴
う
正
会
員
の
退
会
」
の
承
認

◦�

正
会
員
の
平
成
30
年
６
月
分
入
会
の
承
認

◦�

第
８
回
定
時
社
員
総
会
役
割
分
担

◦�

第
８
回
定
時
社
員
総
会
シ
ナ
リ
オ
（
案
）

◦�

「
会
員
会
費
規
程
」
の
一
部
改
正

◦�

第
５
地
域
Ｓ
Ｃ
「
安
全
就
業
推
進
の
つ
ど
い
」（
７

／
18
）
の
参
加

会
員
表
彰

斉
藤　

栄
子

相
沢
ま
き
子

長
谷
川
治
子

飯
山
竹
三
郎

大
西　

泰
子

深
野　

幸
男

藤
田　

春
男

中
田　

久
枝

小
松　

為
久

渋
谷　

昭
夫

東
條　

行
雄

小
林　

正
成

小
野
沢
照
子

原
田　

ヒ
サ

佐
藤　

和
子

田
口　
　

澤

根
岸　
　

実

下
島　

勝
良

総会当日に出席された表彰者の方々
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 動かそう　手足とともに　心まで

正
・
副
地
域
班
長
及
び
役
員
合
同
会
議
の
報
告

　

６
月
１
日
（
金
）
午
後
２
時
よ
り
清

瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
正
副
地

域
班
長
・
役
員
・
事
務
局
の
計
47
名
で

合
同
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

永
野
会
長
よ
り
、
最
近
気
候
の
変
化

が
激
し
い
た
め
体
調
に
は
十
分
気
を
配

り
、
夏
に
向
け
て
熱
中
症
等
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
日
頃
の
就

業
、
社
会
奉
仕
活
動
（
植
木
剪
定
、
一

斉
清
掃
等
）
へ
の
協
力
に
感
謝
す
る
と

同
時
に
、
安
全
第
一
を
お
願
い
し
、
併

せ
て
定
時
社
員
総
会
開
催
に
あ
た
っ
て

の
協
力
依
頼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

吉
岡
局
長
代
理
よ
り
、
第
８
回
定
時

社
員
総
会
の
配
布
資
料
等
に
つ
い
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
の
指
導
に
よ
り
、

定
款
に
則
り
「
定
時
総
会
の
開
催
」

を
「
定
時
社
員
総
会
の
招
集
」
と
し
、

資
料
の
記
載
順
序
等
も
変
更
し
た
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

②�

岸
事
務
局
長
よ
り
、
平
成
30
年
２
月

26
日
以
降
５
月
末
ま
で
の
事
業
報
告

（
合
計
71
件
）
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
項
目
と
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ

ア
は
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
る
来
場

者
が
あ
り
、
協
力
い
た
だ
い
た
会
員

の
皆
様
の
努
力
の
賜
物
。
今
年
度
も

盛
況
に
な
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
こ
の
度
就
業
開
拓
推

進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
、

財
団
の
指
導
協
力
の
も
と
、
創
出
員

と
事
務
局
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し

て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

③�

池
永
安
全
管
理
委
員
長
よ
り
、
29
年

度
も
事
故
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
安
全
管

理
委
員
会
を
中
心
に
計
画
を
立
て
活

動
し
た
が
、
９
件
の
事
故
が
発
生
し
、

対
前
年
度
比
２
件
の
増
と
な
っ
た
。

今
年
度
も
７
月
を
「
安
全
就
業
強
化

月
間
」
と
し
事
故
防
止
に
努
め
て
い

き
た
い
と
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

④�

河
野
事
業
部
会
長
よ
り
「
防
犯
灯
見

守
り
隊
」
に
つ
い
て
、
防
犯
灯
・
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
今
年
度
で
終
了

す
る
が
、
引
き
続
き
、
社
会
奉
仕
活

動
の
一
環
と
し
て
「
犯
罪
の
な
い
明

る
い
街
づ
く
り
」
の
た
め
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

⑤�

各
地
域
に
お
け
る
活
動
状
況
に
つ
い

て
、
全
11
地
域
の
班
長
よ
り
現
況
を

報
告
。
各
班
と
も
お
花
見
会
、
研
修

会
等
活
動
は
し
て
い
る
も
の
の
、
参

加
会
員
が
固
定
化
し
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
い
る
こ
と
が
課
題
。
新
任
の
班
長

も
い
る
た
め
、
班
活
動
と
は
何
か
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
地

域
担
当
役
員
も
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
西
副
会
長
よ
り
、
定
時
社

員
総
会
の
資
料
等
の
配
布
に
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向

か
い
、
熱
中
症
対
策
に
留
意
し
て
く
だ

さ
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
し
ま
し

た
。

�

（
総
務
部
会
）

元　

町
　
副
班
長吉

田
　
五
郎

（
４
月
よ
り
就
任
）

前
副
班
長
の
退
任
に
伴
い
、
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
班
活
動

に
ご
協
力
を
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 よく動き　近づく病　追い払え ストレスを　溜めないリズムで　事故防ぎ

４月から６月の入会者です。よろしくお願いします。

元
町渡

邉　

髙
至

清
水　
　

睆

上
清
戸

正
田　

洋
一

中
清
戸

松
浦　

秀
機

菅
原　
　

勝

足
立　

佳
夫

阿
部　

憲
一

増
田　

礼
司

櫻
井
清
吉
郎

下
清
戸

小
宮　

雅
男

田
沼　
　

昇

下
宿鈴

木　

愛
子

前
田　

美
壽

旭
が
丘

庄
村　

勝
男

金
子　

政
則

千
葉　

孝
志

廣
田　

忠
俊

小
池　

睦
子

齋
藤
美
智
子

甲
斐
田
美
祢
子

中
里竹

田　

守
宏

中
込　
　

勇

伊
原　

道
雄

柴
田
ひ
さ
子

近
藤　

徳
男

倉
本　

正
雄

本
田　

基
恵

横
田　

直
樹

野
塩古

川　

吉
則

上
坂　

政
美

佐
藤
マ
サ
ヱ

松
山山

下　
　

弘

西
田　

三
男

佐
藤　

健
二

大
井　
　

和

本
田　

悌
子

竹
丘海

老
原
節
子

佐
藤　

眞
一

堂
福　

秀
子

田
中　

静
子

梅
園吉

田　

紀
子

新
し
い
仲
間

駅
前
パ
チ
ン
コ
店

�

安
田　

容
子

　

パ
チ
ン
コ
台
の
拭
き
掃
除
、
少
々
抵
抗

が
あ
り
ま
し
た
が
何
ご
と
も
経
験
と
、
未

知
と
の
遭
遇
を
決
心
。
チ
ン
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ

ラ
軍
艦
マ
ー
チ
は
昔
の
こ
と
、
今
や
明
る

く
楽
し
そ
う
で
す
。

　

朝
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、
ひ
た
す
ら
台

を
拭
い
て
約
２
０
０
台
、
結
構
汗
を
か
き

良
い
運
動
で
す
。

　

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
こ
ろ
、
に

ぎ
や
か
な
音
楽
が
始
ま
り
、
ボ
タ
ン
を
拭

く
と
「
○
○
モ
ー
ド
」
と
お
返
事
が
返
っ

て
来
ま
す
。ビ
ッ
ク
リ
し
な
が
ら
、ち
ょ
っ

と
押
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

�

會
田
佐
代
子

　

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て
７
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

毎
週
１
回
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
掃
除
の

仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
都
内
で
は
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
が
あ
る
事
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
清
瀬
に
も
あ
る
事
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。

　

住
ん
で
い
る
方
の
中
に
は
、
Ｏ
Ｌ
や
学

生
も
い
ま
す
。
ト
イ
レ
や
風
呂
、
洗
濯
機
、

キ
ッ
チ
ン
を
、
す
べ
て
共
同
で
使
い
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
朝
は
お
弁
当
を
作
っ
て
い

る
人
、
食
事
も
取
ら
ず
に
出
掛
け
て
行
く

人
も
い
て
、
若
い
娘
さ
ん
が
頑
張
っ
て
自

分
な
り
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
料
理
の

作
り
方
を
聞
か
れ
、
教
え
て
あ
げ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
外
国
人
の
方
も
い
る
の
で
、

言
葉
が
な
か
な
か
通
わ
ず
、
身
振
り
手
振

り
で
接
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
外
国

人
が
入
居
し
て
く
る
こ
と
も
多
く
、
少
し

で
も
話
が
通
じ
る
よ
う
に
、
勉
強
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

出
身
地
・
年
齢
な
ど
異
な
る
人
達
が
、

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
生
活
す
る
場
が

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
す
。
若
い
人
た
ち
と
接

し
な
が
ら
、
楽
し
く
元
気
を
も
ら
い
、
働

か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こんな�仕 事を

しています

安田会員

會田会員
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 ストレスを　溜めないリズムで　事故防ぎ

松
山
集
会
所

�

須
田　

愛
子

�

紀　
　

徳
子

　

私
た
ち
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
に
あ
る
松
山
集
会
所
で
清
掃
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
月
曜
日
と
金
曜

日
を
２
人
で
交
互
に
出
て
１
階
の
会
議
室

と
２
階
の
和
室
、
水
回
り
の
掃
除
を
し
て

い
ま
す
。

　

集
会
所
は
囲
碁
や
太
極
拳
、
子
ど
も
の

見
守
り
な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
方
が
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

特
に
、
沢
山
の
お
子
さ
ん
が
利
用
さ
れ
た

後
は
掃
除
の
し
が
い
が
あ
り
ま
す
。
次
に

集
会
所
を
利
用
す
る
人
た
ち
が
気
持
ち
よ

く
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
お
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こんな�仕 事を

駅
前
ア
パ
ー
ト

�

竹
丘
地
域
女
性
会
員

　

昨
年
の
10
月
か
ら
駅
前
の
ア
パ
ー
ト
の

清
掃
を
し
て
お
り
ま
す
。
月
に
３
回
の
仕

事
で
曜
日
の
指
定
も
な
い
の
で
自
分
の

ペ
ー
ス
で
仕
事
に
当
た
れ
て
い
ま
す
。

　

畑
の
多
い
清
瀬
で
は
砂
で
タ
イ
ル
張
り

の
建
物
が
結
構
汚
れ
ま
す
。
モ
ッ
プ
を
か

け
て
タ
イ
ル
が
白
く
な
る
の
が
気
持
ち
い

い
で
す
。
高
い
と
こ
ろ
の
モ
ッ
プ
掛
け
は

滑
ら
な
い
よ
う
に
無
理
は
し
な
い
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
入
口
の
植
え
込
み
は

ち
ょ
う
ど
小
さ
い
子
ど
も
の
目
の
高
さ
に

あ
る
の
で
、
目
を
突
か
な
い
よ
う
伸
び
た

枝
を
切
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
か
ら
以
前
よ
り

屋内外清掃作業
今回は、市内の各所で屋
内外清掃作業をされてい
る方々をご紹介します。

就
業
情
報

★
清
瀬
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
８
月
18
日
～
28
日
）で
の
案
内
業
務

指
定
場
所
で
会
場
行
き
の
バ
ス
や
、

ひ
ま
わ
り
会
場
へ
の
案
内
を
し
て
い

た
だ
く
お
仕
事
で
す
。
市
内
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◯
有
料
駐
輪
場
管
理

○
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
修
理
等

○
公
園
清
掃　

○
除
草

○
農
作
業　

○
ウ
エ
ス
加
工

○
駅
前
広
場
清
掃

○
公
園
公
衆
便
所
清
掃

○
運
動
公
園
清
掃

（
７
月
５
日
現
在
）

＊�

最
新
の
就
業
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
就
業
情
報
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
原
則
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
更
新
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.kiyose-sc.or.jp/

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
８
０
０
︱

８
０
０
︱

１
１
１
３

須田会員紀会員

　

セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け
る
会
員
皆
様
か
ら

の
ご
提
案
や
ご
意
見
等
を
い

た
だ
く
た
め
の
提
案
箱
を
事

務
所
出
入
口
の
脇
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

　

提
案
用
紙
の
様
式
や
記
名

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

「
提
案
箱
」を

�

ご
利
用
く
だ
さ
い

ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
っ
た
と
お
褒
め
の

お
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
自
分
の
仕
事
が

人
に
見
て
も
ら
え
て
い
る
と
思
う
と
励
み

に
な
り
ま
す
。
今
後
も
気
を
引
き
締
め
て

取
り
組
も
う
と
思
い
ま
す
。



シ ル バ ー き よ せ 平成30年７月発行 （6）第155号

 「慣れ」に「慣れるな」　基本の徹底  無理をせず　譲る気持ちで　事故防止

事 故 事 例 を 皆 様 に お 知 ら せ し ま す。 事 故 防 止 の た め の 参 考 に し て く だ さ い。
★傷害事故

月 事　故　内　容 考えられる主な原因 安全管理委員会の対応策指導

３
月

就業メンバーのモップがけ直後、ガラスを雑巾がけする為
通った時、水滴が床に残っていた為足を滑らせおしりから
転倒し右手甲を床に強打した為、右手首を骨折する。

床に残った水滴に足を滑ら
せ転倒。

①床の拭き残しは転倒の危険があ
るので十分確認すること。

②作業別安全基準・安全10ヶ条
の遵守。

３
月

自転車に乗ったまま横断歩道を渡ろうとした際に、右後方
から来た車に接触され転倒し肋骨を骨折してしまった。

後方から車が来ていること
は知っていたが、停まるだ
ろうと思い横断歩道を渡ろ
うとしてしまった。

①横断歩道を渡る前にしっかり停
止すること。

②作業別安全基準・安全10ヶ条
の遵守。

安全心得10ヶ条の遵守を!!
平成29年度事故対応一覧

　

会
員
証
を
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
変

更
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
に
入

会
さ
れ
た
方
を
対
象
に
再
発
行
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
だ
再
発
行
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
事
務
局
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
会
時
に
お
届
け
い
た
だ
い

た
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
際
は
、
速

や
か
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
証
の
再
発
行
及
び
連
絡
先
等
の
変
更
に
つ
い
て

特
に
、
緊
急
連
絡
先
は
、
緊
急
時
の
対

応
に
、
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
証
と
一
緒
に
携
帯
を
お

願
い
し
て
い
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」
に

つ
い
て
、
紛
失
な
ど
で
お
手
元
に
な
い

方
は
、
改
め
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

「
健
康
診
査
」

　
　
の
お
知
ら
せ

　

清
瀬
市
で
は
、
年
齢
に
応
じ
た

健
康
診
査
を
無
料
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
も
、

日
頃
の
健
康
管
理
と
安
全
就
業
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
必
ず
受
診

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
詳
細
は
健
康
推
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

清
瀬
市
役
所

　

☎
４
９
２
―
５
１
１
１
㈹

　

夏
季
は
年
間
で
最
も
事
故
が
多
い
時
期
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
７
月
を
「
安
全
就
業
強
化
月
間
」
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

暑
さ
に
よ
り
、
熱
中
症
に
な
る
恐
れ
や
、
判
断
力
の
低
下
に
よ

る
事
故
な
ど
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
会
員

皆
様
も
、
よ
り
一
層
安
全
就
業
へ
の
意
識
を
高
め
、
健
康
で
安
心

し
て
就
業
で
き
る
よ
う
、
ご
留
意
い
た
だ
き
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
！

７
月
は
『
安
全
就
業

強
化
月
間
』
で
す
！
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 「慣れ」に「慣れるな」　基本の徹底

　十分な睡眠と、栄養バランスの良い食事をとって体調を
整えることが大切です。
　首を冷やすタオルや塩飴などの熱中症対策グッズや帽子
の活用、涼しい素材の服を着ることも効果的です。
　また、外出時には冷たい飲み物を持ち歩きましょう。

「おかしいな」と思ったら
自分で判断せずに医療機関へ‼

のどが渇いたとき、すでに
身体は脱水状態です。
のどが渇いたと感じる前に
水分・塩分を補給しましょう。

熱中症に気をつけましょう

油断は
禁物！



社 会 奉 仕 活 動 の 報 告社 会 奉 仕 活 動 の 報 告

シ ル バ ー き よ せ 平成30年７月発行 （8）第155号

 動かそう　手足とともに　心まで  大丈夫　過信慢心　事故を呼ぶ

　

５
月
16
日
（
水
）
に
植
木
班
15
名
、
役
職
員
３

名
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
役
所
東
側
の
貝
塚
イ
ブ
キ
、
南
側
の

マ
キ
の
木
、
サ
ザ
ン
カ
等
の
剪
定
を
し
ま
し
た
。

　

公
益
法
人
に
移
行
後
、
社
会
奉
仕
活
動
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
事
業
の
１
つ
と

な
っ
て
お
り
、
植
木
班
の
活
動
は
今
年
で
８
回
目

で
す
。
今
後
も
公
共
施
設
を
対
象
と
し
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
社
会
奉
仕
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

清
瀬
市
役
所

植
木
剪
定

　

左
記
の
と
お
り
、
市
民
と
行
政
、

事
業
者
の
共
同
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
当
セ
ン
タ
ー

も
家
具
リ
サ
イ
ク
ル
班
が
参
加
い

た
し
ま
す
。

　

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
開
設

さ
れ
る
他
、
清
瀬
の
豊
か
な
自
然

に
ふ
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
環

境
技
術
の
紹
介
な
ど
も
行
わ
れ
、

「
環
境
保
全
の
主
役
は
私
た
ち
市

民
で
あ
る
」
こ
と
を
、
来
て
・
見

て
・
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

日
時　

平
成
30
年
7
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　

柳
瀬
川
河
川
区
域
及
び

　
　
　

台
田
運
動
公
園

き
よ
せ
の

環
境
・
川
ま
つ
り
に

　
　
参
加
し
ま
す
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 動かそう　手足とともに　心まで

会
費
納
入
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
年
会
費
２
千
円
は
、

会
費
規
程
に
よ
り
平
成
30
年
５
月
末
日

ま
で
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

就
業
さ
れ
て
い
る
方
は
、
支
払
わ
れ

る
配
分
金
か
ら
控
除
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
未
就
業
の
方
は
大
変
恐
縮
で

す
が
事
務
局
ま
で
直
接
納
入
、
ま
た
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
て
お
振
込
み
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
お
振
込
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の

お
振
込
み
明
細
を
も
っ
て
、
領
収
証
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
費
の
使
途
は
シ
ル
バ
ー
保

険
料
等
の
一
部
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

▼
口
座
番
号

�

０
０
１
８
０
―
０
―
１
７
１
８
８
６

▼
口
座
名
義

　
公
益
社
団
法
人

�

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

臨
時
職
員
の
山
本
恵
美
子
氏
が

４
月
30
日
付
で
退
職
さ
れ
、
駐
輪

場
関
係
は
静
間
小
百
合
氏
が
担
当

し
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

　

去
る
５
月
27
日
（
日
）
市
内
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。例
年
で
す
と
、り
そ
な
銀
行
前
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今

年
は
直
接
当
シ
ル
バ
ー
事
務
所
前
に
８
時
50
分
に

集
合
。
河
野
事
業
部
会
長
の
挨
拶
後
、
会
員
・
役

職
員
あ
わ
せ
て
14
名
で
、「
複
十
字
コ
ー
ス
」「
東

京
病
院
コ
ー
ス
」「
ジ
ョ
ナ
サ
ン
コ
ー
ス
」
の
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ
実
施
。
真
夏
並
み
の
暑
さ
の
中
、

道
路
や
歩
道
に
目
を
光
ら
せ
な
が
ら
、
ゴ
ミ
を
収

集
。
昨
年
も
タ
バ
コ
の
吸
殻
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
も
相
変
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま

し
た
。
11
時
に
セ
ン
タ
ー
へ
全
員
戻
り
ゴ
ミ
の
分

別
を
行
い
ま
し
た
が
、
総
体
的
に
若
干
ゴ
ミ
の
減

少
が
み
ら
れ
、
継
続
す
る
事
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

又
時
間
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
秋
の
一
斉
清
掃
へ

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
内
一
斉
清
掃
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「
フ
レ
イ
ル
」
と
言
う
言
葉
を
ご
存
知
の
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
な
状
態
か
ら

要
介
護
状
態
に
な
る
ま
で
の
中
間
の
状
態
を
、

「
フ
レ
イ
ル
」（
虚
弱
）
と
提
唱
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　

そ
の
一
般
的
な
診
断
基
準
は
、
①
握
力
の

低
下
②
活
動
量
の
低
下
③
歩
行
速
度
が
遅
く

な
っ
た
④
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
⑤
体
重
の
減

少
、
で
３
項
目
以
上
該
当
す
れ
ば
「
フ
レ
イ

ル
」、
１
～
２
項
目
が
該
当
す
る
よ
う
で
す
と

予
備
軍
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」の
状
態
で
放
置
し
て
お
く
と
、

要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
の
で

該
当
し
た
項
目
の
改
善
を
、
予
備
軍
の
人
も

同
様
で
す
。
予
防
す
る
に
は
、
運
動
習
慣
を

つ
け
る
、
食
生
活
の
見
直
し
、
運
動
で
は
ス

ク
ワ
ッ
ト
や
片
足
立
ち
、
つ
ま
先
立
ち
な
ど

を
繰
り
返
す
こ
と
が
有
効
で
、
出
来
る
範
囲

か
ら
始
め
少
し
ず
つ
回
数
や
時
間
を
増
や
し

て
筋
力
を
つ
け
る
。
食
事
で
は
筋
肉
を
作
る

た
ん
ぱ
く
質
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
心
掛
け
、

鶏
の
胸
肉
や
豚
ヒ
レ
肉
、
マ
グ
ロ
、
豆
類
な

ど
が
お
す
す
め
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ

ウ
ム
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
。
そ
れ
か
ら
社

会
や
他
人
と
の
か
か
わ
り
も
大
事
で
、
友
達

や
趣
味
の
あ
る
人
は
フ
レ
イ
ル
に
な
り
に
く

い
そ
う
で
す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
は
フ

レ
イ
ル
に
な
り
に
く
い
環
境
で
す
が
、「
フ
レ

イ
ル
」
に
該
当
す
る
方
は
、
改
善
す
る
こ
と

で
フ
レ
イ
ル
か
ら
抜
け
出
せ
る
と
も
言
え
ま

す
の
で
、
早
期
に
適
切
な
改
善
を
し
て
健
康

寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
広
報
部
会
）

編 

集 

後 

記

　

去
る
３
月
31
日
（
土
）
柳
瀬
川
沿
い

の
台
田
運
動
公
園
内
に
て
親
睦
会
を
開

催
。
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
満
開�

後
、
相
当
日
数
が
経
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
花
の
命
が
長
持
ち
し
て
い

て
く
れ
て
絶
好
の
お
花
見
日
和
で
し
た
。

時
々
そ
よ
風
と
と
も
に
花
び
ら
が
ラ
イ

ス
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
乱
れ
舞
い
周
囲

か
ら
も
大
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
飲
食
物

の
各
自
持
ち
込
み
に

費
用
は
ナ
シ
の
条
件

で
男
性
９
人
が
集
ま

り
、
シ
ー
ト
の
上
は

さ
ま
ざ
ま
な
飲
み
物

や
食
べ
物
が
並
ん
で

恒
例
の
宴
会
に
な
り

ま
し
た
。
飲
み
食
べ

語
ら
い
の
中
、
花
吹

雪
の
断
片
が
コ
ッ
プ

や
食
べ
物
に
容
赦
な

く
舞
い
込
ん
で
風
情

あ
る
光
景
を
堪
能
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

会
話
に
は
、
ソ
バ

打
ち
の
資
格
を
持
ち

会

員

投

稿

桜
乱
舞
の
親
睦
会

�

上
清
戸
地
域
班

原
稿
募
集

　

親
し
み
や
す
い
会
報
に
し
た
い
た

め
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
原
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

俳
句
や
短
歌
、
詩
、
旅
行
記
や
身

近
な
話
題
、
又
写
真
や
絵
な
ど
、
な

ん
で
も
結
構
で
す
。
原
稿
は
５
０
０

字
以
内
で
ご
自
由
に
ご
投
稿
下
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

各
方
面
で
指
導
し
て
い
る
Ｍ
さ
ん
や
、

料
理
全
般
を
請
負
っ
て
い
て
奥
様
か
ら

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
Ｎ
さ
ん
、
更
に
ゴ

ル
フ
や
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
る
人
な
ど
話

は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
シ
ル

バ
ー
で
の
お
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
多
忙
な
日
々
に
も
か
か
わ
ら
ず
超

高
齢
社
会
を
元
気
に
且
つ
健
康
的
に
生

き
て
い
る
姿
が
垣
間
見
え
て
楽
し
く
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
後
は
女
性
に
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
行
事
等
を
計
画
し
て
行
き
ま
す
。

　

最
後
に
地
区
役
員
の
方
の
ご
協
力
を

感
謝
し
ま
す
。�

（
浜
平　

健
）


